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九州各県の位置・人口

福岡県 511
福岡市 154

北九州市 96

佐賀県 82 佐賀市 23

長崎県 134 長崎市 42

熊本県 176 熊本市 73

大分県 114 大分市 48

鹿児島県 161 鹿児島市 60

宮崎県 108 宮崎市 40

単位：万人

九州各県・各都市の人口

引用：総務省統計局統計データ

※県人口：H30時点、市人口：H31時点



宮崎の状況
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宮崎の状況 ～ 宮崎駅周辺

西口駅前広場

宮交

県道341号

駅前用地 広島用地

→中心市街地方面

ＪＲ 宮交

※計画地北側 （ＪＲ九州ホテル宮崎8F）より撮影

宮崎駅
(高架下)
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中心市街地

約２km

敷地面積：200,000㎡
店舗面積：84,000㎡
店舗数 ：250店舗
駐車場 ：4,300台

施設規模・売上規模ともに
九州最大級

イオンモール
宮崎

約８００ｍ

宮崎の状況 ～ 商環境
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宮崎のまちづくり方針

まちの真ん中に

にぎわいを
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JR九州グループのまちづくり

住みたい 働きたい 訪れたい
まちづくり

駅ビルを核とした面的複合開発

宮崎のまちづくり方針
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宮崎のまちづくり方針 ～ 駅ビルを核とした面的複合開発

ひむか
きらめき市場

宮崎駅

うみ
駐車場
340台

やま
駐車場
338台

きらめき
駐車場
412台

やま館

JR九州ホテル
宮崎
141室

MJRザ・ガーデン
宮崎駅前

182戸

MJR宮崎駅南
パークサイド

48戸

分譲マンション

商業(アミュプラザ)

ホテル

駐車場

うみ館

オフィス

【凡例】

駅前広場
（イベントスペース）

イベントスペース

ＭＪＲザ・ガーデン宮崎駅前（完売）

ＭＪＲ宮崎駅南パークサイド（完売）

駅直結・眺望抜群の最新オフィス

8



宮崎のまちづくりの特徴
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■ 地元企業と共同での駅ビル事業

■ 行政と一体となった基盤づくり

■ 高架下商業施設等のリニューアル

宮崎のまちづくりの特徴
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『宮崎駅西口共同開発』 記者発表 （2018年10月18日）

左から、商工会議所米良会頭、宮崎県 河野知事、
ＪＲ九州青柳社長、宮崎交通菊池社長（現会長）、宮崎市原田副市長
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宮崎のまちづくりの特徴 ～スキーム～

 アミュプラザ開発における初めての共同事業
地元 宮崎交通株式会社との共同事業により

“十分な開発用地の確保” “公共交通アクセスの強化”等を実現

 行政と共同でのまちづくり
・宮崎県と連携した西口駅前広場の再整備
・宮崎市によるグリーンスローモビリティの導入 など

当社・地元・行政が三位一体となった
“JR九州ならではのまちづくり”
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共同事業ならではの取り組み

 アミュプラザみやざきオープンに伴う路線見直し (10/1～)

・宮崎駅を経由していなかった便が宮崎駅を経由するように！
・宮交シティ終点便の一部が宮崎駅終点へ！

【平 日】 ７００便 → ８５０便（＋１５０便） ※２割増
【土日祝】 ５００便 → ６６０便（＋１６０便） ※３割増

「アミュ」行先表示幕 「東急ハンズ」ラッピングバス
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宮崎駅西口駅前広場再整備 （宮崎県）
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グリーンスローモビリティ 『ぐるっぴー』

〇運行開始日 2020年11月20日（金）

〇運行団体 宮崎市まちなか
グリーンスローモビリティ運行協議会

〇乗客定員 ９人

〇運賃 1乗車100円
小学生以下は無料
※交通系ICカード及び現金

〇運行ダイヤ 34便/日

【運行コース及び乗降場所】

15



まちづくりの核は駅ビル

アミュプラザ みやざき

宮崎のまちづくり
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アミュプラザの特徴

アミュプラザ鹿児島

えきマチ1丁目 宮崎

ＪＲおおいたシティ

アミュプラザおおいた

ＪＲ宮交ツインビル

アミュプラザみやざき

ＪＲ博多シティ

アミュプラザ博多

アミュプラザ長崎

アミュプラザ小倉

アミュプラザくまもと

☆

★２０２０年11月20日開業

①1998年

②2000年

③2004年

④2011年

⑤2015年

２０２1年4月23日開業予定
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■ 地域の特性を活かした、地域の誇りとなる施設

■ 広場等でのにぎわいづくりと情報発信

■ お客さまのニーズにあったテナント展開

“わざわざ行きたくなる場所”
をつくる

アミュプラザの特徴
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アミュプラザの特徴 ～開発後

宮崎駅
ひむかきらめき市場

アミュプラザみやざき うみ館

アミュプラザみやざき やま館

※計画地北側 （ＪＲ九州ホテル宮崎8F）より撮影 （2020.12.1）

宮崎駅
ひむかきらめき市場

アミュプラザみやざき うみ館

アミュプラザみやざき やま館

ＪＲ宮交ツインビル
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アミュプラザの特徴 ～ 出店店舗数・フロア構成

【フロア構成】
合計 ９７店舗

【店舗数】

うみ館・やま館６３店舗 、 ひむか きらめき市場３４店舗
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アミュプラザの特徴 ～ “ハレの日”需要

これまで培った「アミュ」ブランドを活用したリーシングで

宮崎初出店３９店舗* を含む９７店舗を誘致

＊うち 全国初2、西日本初1、九州初2、南九州初16店舗

3階 初崎宮

21



アミュプラザの特徴 ～ 日常使い

日常使いが出来る店舗の出店により
お客さまが「気軽に」「高頻度に」立ち寄れる店舗構成
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アミュプラザの特徴 ～ 地域の誇りとなる施設
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うみ館の屋上デッキ。山や海の宮崎の豊かな自然と、まちなかを一望。
交通神社への参道の役割も担う。

『アミュそら』

屋上デッキ

アミュプラザの特徴 ～ 地域の誇りとなる施設
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・気軽に集まり自由に過ごせる水と緑による憩い、癒し、くつろぎの庭
・6階の庭園は、お子さま連れでも安心して楽しむことのできるスペース
・7階の庭園は、カフェレストランを併設、多目的に利用できるスペース

『アミュにわ』

７階

６階

７階 ６階

アミュプラザの特徴 ～ 地域の誇りとなる施設
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先行開業した高架下商業施設 ～「ひむか きらめき 市場」

26



グランドオープン当日 ～ 館外・館内のにぎわい
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アミュひろば ～ クリスマスイルミネーション
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地域とともに
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地域とともに ～ 開業販促スローガン「つくろう。MY AMU」

宮崎を誇りに思い、宮崎を愛する方々と一緒にアミュをつくる
“お客さま参加型・双方向”プロモーション

30



地域とともに ～ 駅前イベントで“にぎわい”をつなげる
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地域とともに ～ 活気づく商店街

宮崎駅前商店街
（あみーろーど）

やま館

うみ館

うみ館やま館

やま館

商店街に、若い経営者・新しい店舗が大幅に増加
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開業日に行われた「あみーろーど イベント」

地域とともに ～ 中心市街地との共存共栄

33



地域とともに ～ 中心市街地との共存共栄

開業当日の山形屋さま
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MaaS
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MaaS

地域住民・観光客の利便性向上と利用促進
新たな公共交通ネットワークの構築

交通と生活サービス・観光が一体となった連携

既存の公共交通 新しいモビリティ

着地のコンテンツ（移動目的）

+

スマホのアプリで
検索・予約・決済・利用

ワンストップ化

MaaS＝Mobility as a Service 「移動の全てをひとつに！」

シームレスな移動サービス

公共交通利用促進

観光客の利便性向上

地域の回遊性向上

キャッシュレス推進

デジタル活用

新時代の地域経済活性化として期待
36



宮崎県におけるMaaS実証実験 （2020.11～2021.3）

MaaSアプリ
（my route）

・宮崎交通×ＪＲ九州が中心に官民一体となった実行委員会を設立
・公共交通と街ナカ・駅ビル・観光施設が連携した取り組みを推進

my routeの主な提供機能
＜交通＞

交通チケット・・・宮交バス・JR九州乗車券 商業施設クーポン付企画きっぷなど
予約システム連携・・・高速バス・JR九州インターネット列車予約・ANA
モビリティ連携・・・シェアサイクルPippa! タクシー配車

トヨタカーシェア・レンタカー グリーンスローモビリティ

＜生活サービス・観光＞
商業施設・観光施設クーポン提供 観光施設入場券発売

＜各種情報提供＞
観光・イベントなど地域情報の提供
バス位置情報、JR線遅延情報

経路検索～チケット購入・予約～利用と各種地域情報を
MaaSアプリでワンストップ提供！

※my route
トヨタ自動車が開発・
運用
西鉄・JR九州が福
岡・北九州で本格運
用中
（2019.11~) 

宮崎におけるMaaSの取り組み
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宮崎県におけるMaaS実証実験

2020年11月6日（金）スタート
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MaaSを活用した地域活性化のイメージ

新しいモビリティサービスの登場
デジタル化の波

MaaSの活用

・地域住民・観光客の利便性向上
・公共交通機関の利用促進
・市街地への来街促進・回遊性向上

・多様な交通モードの連携
・シームレスな交通サービスの実現
・交通と商業・観光の連携

目指すべき姿実証実験の主な取り組み

地域活性化のための
宮崎の新しい地域インフラに！

「移動需要の創出」と 「持続可能な公共交通ネットワークづくり」

少子高齢化・人口減少・労働力不足
郊外型SC立地による中心市街地への来街者の減少

+新型コロナウイルスの脅威

アミュプラザみやざきの開業
宮崎中心市街地活性化のチャンス

公共交通の苦戦

アミュプラザみやざき
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ありがとうございました
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本資料には、JR九州グループの見通し・目標等の将来に関する記述がなされて

います。

これらは、本資料の作成時点において入手可能な情報、予測や作成時点におけ

る仮定に基づいた当社の判断等によって記述されたものであります。そのため、

今後、国内外及び九州の経済情勢、不動産市況、各プロジェクトの進捗、法令規

制の変化、その他の幅広いリスク・要因の影響を受け、実際の経営成績等が本資

料に記載された内容と大きく異なる可能性があることにご留意ください。

弊社IR関連資料は、弊社ホームページでご覧いただけます。

JR九州ホームページ

http://www.jrkyushu.co.jp/company/ir/library/earnings/

将来の見通しに関する記述について
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